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１日目は手話について学び、車いす体験や高齢者疑似体験、ニュースポーツのボッチャを体験しました。

２日目は認知症サポーター養成講座を受講し、認知症の方との接し方について個人やグループで考えまし

た。熱心にメモを取りながら、講師の方のお話を聞いたり、積極的に質問をしたりして、高齢者や障がい

をもつ人について学びました。その後、班ごとに学んだことを壁新聞にまとめました。家族や、地域の人

に対する接し方など、学んだことを実際の生活に生かすことが大切だと思います。

【来週の予定】

月日 曜 １ ２ ３ ４ ５ ６ 行 事 等 清掃 部活動

７月 ３日 月 月１ 月２ 月３ 月４ 月５ 月６ 体育館アリーナ工事開始 〇 〇

４日 火 火１ 火２ 火３ 火４ 火５ 火６ 県中体連陸上大会 〇 〇

５日 水 水１ 水２ 水３ 水４ 水５ 水６ B日程 専門委員会 × ×

６日 木 木１ 木２ 木３ 木４ 木５ 木６ 県中体連陸上大会 〇 〇

７日 金 金１ 金２ 金３ 金４ 金５ 漢字検定１５：２０ 〇 〇

※ ７月３日(月)～１４日(金)体育館アリーナの工事のため、体育館が使用できません。

バレー・バスケットボール部は伊達体育館での活動となります。

高齢者疑似体験を振り返って
・ 高齢者の大変さが少しわかりました。特にひざが曲がりづらくて、歩くのが大変でした。

・ 目が見えづらかったり、手で紙がめくりづらかったりと、とても大変でした。

・ 優しく接してあげたいと思った。困っていそうだったら、すぐに助けてあげようと思った。

・ 普通に階段を上るより、１０倍くらい力を使った。汗も出た。視界が暗くて怖かった。

・ 人混みの中では手を引かないと行動が止まっていた。声かけをするのが大切だと思った。

・ やさしく、安心できるように接してあげたいと思った。

・ 何か困っていないか、声を掛けてみようと思った。

・ 高齢者の方のペースに合わせて、役に立ちたいと思った。体験してみて、

耳が不自由になっていたので、高齢者の方に聞こえるような大きな声を出して接したい。


